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Hypoxanthine‐Aminopterin‐Thymidine (HAT)培地により陽性ハイブリドーマ約 100 株を得
た。これらを用いて限界希釈法によるクローニングを行い 5 株のハイブリドーマを得た。
この 5 株のハイブリドーマを BALB/c マウスの腹腔に注入し、腹水を採取、プロテイン A
を用いて IgG に精製した。ELISA を用いてポルフィリン関連物質との交差性を確認し、抗
ZnCP-Ⅰ抗体(clone 3E9)を確立した。 















準を初めて提唱した。免疫組織染色陰性を stage 0 、羊膜まで陽性を stage 1、絨毛膜板まで
陽性を stage 2とした。この stage分類を用い対象症例を分類したところ、肉眼的に中等度か
ら高度の羊水混濁が認められた 14例中 12例(85.7%)は stage 2であった。一方、肉眼的に羊

































れるものを stage 1、絨毛膜板まで広範囲に認められるものを stage 2）を行うと、肉眼的羊
水混濁陽性 50例では、stage 0が 1例（2%）、stage 1が 7例（14%）、stage 2が 42例（84%）
であり、49 例（98%）の分娩例において肉眼的判断と免疫組織学的判断が一致した。肉眼
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